
まちの人口（平成２３年１２月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,294 人（24 人減）　男 8,899 人（6 人減）　女 9,395 人（18 人減）　世帯数 6,941 世帯（±0）　※（　）内は前月比
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各チームのエースが出走する最長区間第 10 区

で、区間５位のすばらしい走りを見せ、南会津

町チームの３年ぶりの入賞に貢献した渡部良太

選手（日本大学１年：中荒井）

第 23 回ふくしま駅伝
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区 分 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額 支出済額

収益的
支 出 1億4052万3千円 51万5千円 1億4103万8千円 3667万9千円

収 入 1億5194万9千円 0千円 1億5194万9千円 7620万2千円

資本的
支 出 9566万7千円 0千円 9566万7千円 3383万4千円

収 入 1800万円 0千円 1800万円 0千円

町の予算執行状況平成23年度上半期

地方交付税民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

衛生費

商工費

消防費

農林水産業費

議会費 ほか

町税

町債

県支出金

国庫支出金

その他①

その他②

繰越金

諸収入

繰入金

一 般 会 計

（予算現額121 億921万6千円）歳 出

特別会計

水道事業会計

歳 入
24億130 万5千円
 7億8186万3千円

67億9888万8千円
61億5380万1千円

上段：予算現額
下段：収入済額

上段：予算現額
下段：支出済額

収入済額 78 億 1518 万 5 千円

※千円未満を四捨五入しているため、各項目の合計額と計が一致しない場合もあります。

支出済額 45 億 767 万 7 千円

14 億 3101 万 8 千円
 8 億 2997 万 5 千円

8億 3138 万 8 千円
3591 万 5 千円

6億 2252 万 2 千円
1億 9100 万 2 千円

4億 4051 万 8 千円
1億 9394 万 3 千円

2億 1082 万 2 千円
2175 万 6 千円

2億 2589 万 3 千円
9454 万円     

2 億 9425 万 1 千円
2億 9425 万 1 千円

11 億 2376 万 3 千円
0万円

1億 3015 万 3 千円
0万円

20 億 5713 万 3 千円
  6 億 7100 万円

18 億 4934 万 2 千円
  8 億 9108 万 3 千円

11 億 3262 万 1 千円
  2 億 3194 万 5 千円

10 億 5176 万 7 千円
  4 億 3233 万 3 千円

7億 252 万 3 千円
1億 7559 万 4 千円

6億 4987 万 6 千円
2億 9988 万 4 千円

6億 6152 万 3 千円
2億 1671 万 7 千円

5億 9413 万 1 千円
3億 6911 万 1 千円

　　　　　　　　 予算現額　　　　　   支出済額　

　　議会費　1億 5207 万 8 千円　　　8613 万 3 千円

　　労働費　1億 8206 万 4 千円　1億 2859 万 5 千円

災害復旧費　1億 2497 万 8 千円　　　  198 万 9 千円

　予備費等　2億 240 万 3 千円

　　　　　　　 　予算現額　

使用料手数料　 1 億 4669 万円

分担金負担金　　　4533 万 8 千円

財産収入　　　　　3169 万 3 千円

寄付金　　　　　　 217 万 2 千円

　　　　　　　 　　予算現額　

地方譲与税　　　  1 億 8470 万円

地方消費税交付金  1 億 8060 万円

自動車取得税交付金　　  3090 万円

地方特例交付金　　　　  3145 万 8 千円

利子割交付金など　      1286 万円

10 億 899 万 5 千円
  4 億 3814 万 6 千円

　

町
で
は
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
町
の
条
例
に
基
づ
き
、
町
の
財

政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
こ
れ
ま
で
に
、平
成
23
年
度
当
初
予
算
の
状
況
（
４
月
）

や
平
成
22
年
度
決
算
、
町
債
の
状
況
（
10
月
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
今
回
は
平
成
23
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
９
月
末
日
ま
で
に
６
回
の
補
正
を
行
い
、
予
算

現
額
は
１
２
１
億
９
２
１
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
末
日

ま
で
の
収
入
済
額
は
78
億
１
５
１
８
万
５
千
円
で
、
予
算
対
比

64
．
5
％
、支
出
済
額
は
45
億
７
６
７
万
７
千
円
で
、同
37
．
２
％

と
な
り
ま
し
た
。

会 計 名 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額 支出済額
国 民 健 康 保 険 21億7800万円 6150万5千円 22億3950万5千円 10億3917万1千円 8億6587万4千円

介 護 保 険 16億6740万円 5391万1千円 17億2131万1千円 5億9677万円 6億6753万1千円

後 期 高 齢 者 医 療 2億1000万円 0千円 2億1000万円 5794万5千円 4232万円

農林業集落排水事業 1億5200万円 419万1千円 1億5619万1千円 2520万8千円 6677万3千円

公 共 下 水 道 事 業 3億8400万円 ▲4107万円 3億4293万円 4199万8千円 1億3255万2千円

簡 易 水 道 事 業 6億2700万円 ▲257万9千円 6億2442万1千円 1億823万4千円 2億5454万6千円

地
方
交
付
税

　

自
治
体
間
の
財
政
力
格
差
を
是

正
し
、
一
定
の
行
政
水
準
を
保
つ

た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

町
税

　

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
町
に
納
め
る
税
金

町
債

　

町
が
借
り
入
れ
（
借
金
）
す
る

お
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

　

特
定
の
仕
事
に
対
し
て
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
今
年
度
に
持
ち
越

さ
れ
た
お
金

諸
収
入

　

預
金
利
子
や
貸
付
金
の
返
済
金

な
ど

繰
入
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
基
金
を

取
り
崩
し
て
使
用
す
る
お
金
な
ど

民
生
費

　

社
会
福
祉
や
児
童
福
祉
、
生
活

保
護
な
ど
福
祉
全
般
に
使
う
お
金

総
務
費

　

庁
舎
の
維
持
管
理
や
徴
税
、
広

報
、
選
挙
な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費

　

借
入
金
の
元
金
の
返
済
や
利
子

の
支
払
い
に
使
う
お
金

土
木
費

　

道
路
や
橋
り
ょ
う
な
ど
の
整
備

や
維
持
管
理
に
使
う
お
金

教
育
費

　

小
中
学
校
や
体
育
施
設
の
費
用

な
ど
、
教
育
全
般
に
使
う
お
金

衛
生
費

　

住
民
健
診
や
予
防
接
種
、
ご
み

処
理
な
ど
に
使
う
お
金

農
林
水
産
業
費

　

農
道
や
農
地
の
整
備
、
農
林
業

の
活
性
化
な
ど
に
使
う
お
金

商
工
費

　

商
工
業
や
観
光
の
振
興
の
た
め

に
使
う
お
金
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コーチ兼選手としてチームを牽引したアンカーの向後隼平選手

最長区間の第 10 区で区間５位の好走でチームの躍進に貢献した渡部良太選手

強豪がひしめく花の１区で安定した走りを見せた高橋里実選手

高校生以下のエース区間２区で力走する埼玉栄高校１年の阿久津弦太選手

力強い走りで他の町村の選手と競う３区の渡部佳樹選手

襷
たすき

を受けとり、勢いよくコースに飛び出す９区の八須賀由選手

４区の渡部利哉選手から襷を受ける５区の渡部裕貴選手

安定した走りで襷をつないだコーチ兼選手の６区月田浩二選手

ゴール後互いの健闘をたたえ合い握手を交わす渡部裕貴選手と妹の亜紀選手

県庁前のゴール付近で記念写真に納まる南会津町チームのメンバー

区　間 氏　　名 タイム 所属（現住所または出身）

１区（4.0㎞） 高 橋 里 実 14分21秒 東京福祉大学３年(福米沢)

２区（8.2㎞） 阿 久 津 弦 太 28分28秒 埼玉栄高校１年 (精舎)

３区（5.8㎞） 渡 部 佳 樹 20分59秒 荒海中学校３年 (藤生)

４区（7.3㎞） 渡 部 利 哉 25分41秒 田島高校１年 (羽塩)

５区（6.7㎞） 渡 部 裕 貴 23分33秒 葵高校１年 (中荒井)

６区（8.3㎞） 月 田 浩 二 30分27秒 南郷ホーム (台板橋)

７区（5.4㎞） 星　 一 輝 19分02秒 舘岩中学校３年 (戸中)

８区（5.4㎞） 阿 久 津　 健 18分16秒 舘岩中学校１年 (八総)

９区（3.0㎞） 八 須 賀　 由 12分25秒 伊南中学校３年(伊南上町)

10区（9.2㎞） 渡 部 良 太 28分39秒 日本大学１年 (中荒井)

11区（3.9㎞） 渡 部 亜 紀 16分28秒 荒海中学校２年 (中荒井)

12区（7.0㎞） 早 山 幸 憲 24分12秒 葵高校２年 (松戸原)

13区（4.8㎞） 一 ノ 瀬 辰 徳 17分21秒 田島小教員 (新町)

14区（5.7㎞） 児 山 善 博 19分45秒 自衛隊船岡 (福米沢)

15区（3.4㎞） 児 山 有 希 13分39秒 荒海中学校３年 (滝原)

16区（8.4㎞） 向 後 隼 平 27分35秒 南会津町陸協 (中荒井)

補　欠 湯 田 拓 郎 田島高校１年 (藤生)

補　欠 阿 久 津 岳 志 会津高校１年 (井桁)

補　欠 渡 部 峻 大 荒海中学校２年 (川島)

補　欠 楠　 汐 李 田島中学校３年 (永田)

補　欠 中 丸 玲 菜 南郷中学校２年 (山口)

補　欠 土 橋 一 馬 町保健センター (本町)

第23回ふくしま駅伝　南会津町チーム躍進

町の部８位入賞＆敢闘賞受賞８位 敢闘賞
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11
月
20
日
、
白
河
市
か
ら
福
島

市
ま
で
の
96
．
２
キ
ロ
を
16
区
間
で

つ
な
ぐ
『
第
23
回
福
島
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）』
が

行
わ
れ
、
県
内
の
49
市
町
村
（
※
1
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
会
津
町
は
、
中
学
生
か
ら
一
般

ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
チ
ー
ム
で

大
会
に
臨
み
、
一
人
ひ
と
り
が
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
襷た

す
き

を
つ
な
ぎ
、見
事
、

町
の
部
８
位
入
賞
（
総
合
22
位
）
を

果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
総
合
順
位

が
前
回
大
会
か
ら
大
き
く
ア
ッ
プ
し

た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
敢
闘
賞
も
受

賞
し
ま
し
た
。

　

廣
野
友
一
郎
監
督
（
町
役
場
）
は

「
総
合
力
で
つ
か
ん
だ
敢
闘
賞
。
大

学
で
活
躍
し
て
い
る
渡
部
良
太
（
日

大
１
年
）
を
中
心
に
初
出
場
の
中
学

生
ま
で
選
手
全
員
が
、
自
分
の
持
っ

て
い
る
力
を
全
部
出
し
切
っ
て
走
っ

た
結
果
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
1 

広
野
町
、
双
葉
町
、
飯
舘
村
の

３
町
村
は
オ
ー
プ
ン
参
加
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渡部副町長から賀寿状を受ける堀金さん

近内所長から知事賀寿を受ける児山さん

受賞報告に訪れた星会長(左)と星事務局長(右)

湯田生涯学習課長に受賞を報告する渡部さん

児山源四郎さん 百歳賀寿

たのせ集落『農林水産大臣賞』受賞

渡部力夫さん『文化財保護功労』受賞

　１０月２０日に百歳となられた堀金アキさん（黒沢）へ
の賀寿贈呈式が、１１月９日に自宅で行われました。
　近内保二南会津保健福祉事務所長から知事賀寿と記念品
の木杯の伝達が行われた後、渡部龍一副町長から賀寿状と
祝い金が手渡されました。その後、孫の隆一さんから花束
が贈られました。
　アキさんは新聞を毎日読まれるそうで、ご家族によると
そのことと、好き嫌いなく何でも食べることが長寿の秘訣
ではないかとのことでした。

　１１月２５日に百歳となられた児山源四郎さん（水無）
への賀寿贈呈式が、同日、自宅で行われました。
　近内保二南会津保健福祉事務所長から知事賀寿と記念品
の木杯の伝達が行われた後、五十嵐竹則教育長から賀寿状
と祝い金が手渡されました。その後、次女のアキ子さんか
ら花束が贈られました。
　源四郎さんは足腰もしっかりしており、よく散歩に出か
けられるそうです。また好き嫌いなく何でも食べるそうで、
そのことが長寿の一番の秘訣だそうです。

　芝浦工大などと連携し、豊かな自然環境を生かしたさま
ざまな取り組みを行い、県の代表として「豊かなむらづく
り顕彰」の全国表彰へ推薦された舘岩地域の「たのせふる
さとづくり会」(星利一会長)が、見事、農林水産大臣賞を
受賞し、１１月１８日、星会長らが町長室を訪れ、大宅町
長に受賞を報告しました。
　星会長は「今回の受賞は集落にとって大きな喜び。これ
を励みにみんなで力を合わせ、今後もがんばっていきたい」
とさらなる取り組みに意欲的でした。

　１１月１日、福島市音楽堂において、平成２３年度福島
県教育文化関係表彰式が行われ、「文化財保護功労」の部
門において、元奥会津地方歴史民俗資料館長の渡部力夫さ
ん（金井沢）が表彰されました。
　渡部さんは、長年文化財保護に尽力され、本県文化の向
上に大きく貢献された実績が認められ、受賞の栄誉に輝き
ました。
　本受賞は南会津郡内では渡部さんのみで、県全体では3
名でした。

堀金アキさん 百歳賀寿

旭日双光章を受章された室井英彦さん

大宅町長に受章を報告された芳賀さん

元田島町長室井英彦氏　旭日双光章受章

元南会津町消防団副団長芳賀嘉克氏 瑞宝双光章受章

統計調査員統計功労者表彰受賞

　平成２３年秋の叙勲で、元田島町長の室井英彦さん
（川島）が、旭日双光章を受章されました。
　室井氏は、平成４年から３期１２年間、旧田島町の
町長として、高邁な政治信念をもって町民の生活基盤
整備、住民福祉の充実、産業及び教育文化の振興発展
に尽力され、町政の進展に寄与された功績が認められ
ての受章となりました。

　同じく秋の叙勲で、元南会津町消防団副団長の芳賀
嘉克さん（道城）が、瑞宝双光章を受章されました。
　芳賀氏は、昭和３８年に入団されて以来、４７年の
長きに渡り旧伊南村消防団や南会津町消防団で精力的
に活動され、その間伊南村消防団では副団長や指導分
団長として、南会津町消防団でも副団長としてご活躍
されました。今回は長きに渡る消防団活動の功績が認
められての受章となりました。

　１１月９日に福島市の杉妻会館において「平成２３年度福島県統計功労者表彰式」が行われまし
た。南会津町からも、国勢調査をはじめとする各種統計調査に長年にわたり従事し、顕著な功績を
上げられた４名の方が受賞されました。
　統計調査は、国の各省庁が主管し、県や市町村に委託され調査を行っていますが、その調査の現
場において調査内容の説明や調査票の配布・回収等の業務を支えているのが町統計調査員協議会の
会員や一般町民の調査員の方々で、多年にわたってご尽力いただいております。
　今回は、平成２２年国勢調査に従事した方々の中から、その活動が顕著でかつ、永年にわたる各
種統計調査活動への功績が認められ、須江喜久三さん（伊南地域）と渡辺親子さん（田島地域）が
総務大臣からの表彰を受けました。また、津吹節子さん（田島地域）と星哲也さん（南郷地域）が
統計調査に対する長年の功績が認められ福島県統計協会名誉会長から表彰されました。
　また表彰式とは別に「平成23年度経済産業省所管統計調査功労統計調査員に対する感謝状」が
菊地登美枝さん（伊南地域）に贈られました。この感謝状は、工業統計調査や商業統計調査など、
経済産業省が所管で実施している統計調査に、多年に渡って貢献された方に贈られるものです。
　受賞された皆さま、おめでとうございました。

【表彰・感謝状を受けられたみなさん】
　◆総務大臣表彰（平成２２年国勢調査指導員）　須江喜久三さん（伊南地域）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  渡辺　親子さん（田島地域）

　◆福島県統計協会名誉会長表彰　　　　　　　  津吹　節子さん（田島地域）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  星　　哲也さん（南郷地域）

　◆経済産業省所管統計調査功労統計調査員に対する感謝状　　菊地登美枝さん（伊南地域）

平成23年秋の叙勲



平成 23年 12 月号　広報みなみあいづ

0809

広報みなみあいづ　平成 23年 12 月号

久川城跡を元気に歩く参加者友好の絆を確認した交流会

元気よくスタートする参加者

自然に親しみながらウォーキングを楽しむ参加者

記念イベントとして上演された湯ノ花神楽

広報紙の編集作業をする渡部さん

選定を記念して関係者によるテープカット

広報みなみあいづの発送作業を体験 国道１２１号上での分列行進

『第２３回ふくしま緑の百景歩こう会』開催『さいたま市・南会津町交流会』開催

前沢伝統的建造物群保存地区国選定記念式典

役場本庁で職場体験

第２２回南郷地域町民健康マラソン大会

『自然ふれあいみんなで歩こうかい』

南会津町消防団秋季検閲式

　１０月２３日、町と県緑化推進委員会、福島民報社主催
の『第２３回ふくしま緑の百景歩こう会』が、伊南小学校
をスタート・ゴールとする伊南川沿いの約１２ｋｍのコー
スで開催され、県内外から参加した約６００名が、自然や
歴史に親しみながらそれぞれ思い思いのペースでウォーキ
ングを楽しみました。
　中間点では地元の牛乳やまんじゅうなどが振る舞われた
ほか、ゴール地点では伊南婦人会が作った南会津産の野菜
がたっぷり入ったトン汁も振る舞われ、参加者は舌でも南
会津の秋を楽しみました。

　１１月５日、舘岩少年自然の家において、さいたま市誕
生１０周年、南会津町誕生５周年、そして舘岩少年自然の
家開所３０周年を記念し、「さいたま市・南会津町交流会」
が行われました。
　交流会には、さいたま市五味副市長、大宅南会津町長を
はじめ両市町の関係者１２４名が出席しました。舘岩少年
自然の家の３０年の歩みが紹介された後、郷土芸能の水引
十人芸や紅歌舞のよさこいが披露され、これまでの歩みを
振り返るとともに、これからの１００年に向かって友好の
絆を確認する交流会となりました。

　今年６月に前沢地区が国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されたのを記念し、１０月２６日、
曲家資料館前広場において前沢地区民をはじめ関係者約８０名のご出席のもとに記念式典が開催さ
れ、関係者が選定を喜びました。テープカットなどの式典終了後は、現地見学会や記念イベントの
湯ノ花神楽の上演などが行われました。

　１１月１０日、田島小学校の星拓希くん（６年）、渡部悠杜くん（５年）、佐藤愛夢くん（４年）、
猪巻樹くん（４年）が職場体験学習で役場を訪れ、役場の仕事について学習しました。最初に総務
課で役場の組織や業務内容を学習してから、総合政策課広報情報係の仕事を体験しました。今回は、
パソコンでラベルを作成したり、広報の発送作業をお手伝いいただきました。
　１１月１５～１７日は、田島高校２年の渡部安奈さん、湯田真子さん、渡部里圭子さんの３名が、
総合政策課や環境水道課、商工観光課で職場体験学習を行いました。そのうち渡部安奈さんは１５
日、広報情報係で広報紙作りや町長の企業訪問の取材などを体験していただきました。

　１１月３日、「第２２回南郷地域町民健康マラソン大会」
が南郷地域で開催されました。
　昨年、一昨年はインフルエンザの流行や降雪などで開催
できず、３年ぶりの大会となりました。今年は天候にも恵
まれ、未就学児から一般まで１９６名が参加しました。
　未就学児の親子ペアレースでは申告タイムレースも行わ
れ、それぞれのペースで心地よい汗を流しました。中には
子どもの速さに追いつけずに、ゴール前で子どもが親を待
つ姿も見られました。また、南郷地域文化祭も同会場で行
われ、「スポーツと文化の秋」の１日を楽しみました。

　１１月３日、『自然ふれあいみんなで歩こうかい』が伊
南総合支所をスタート・ゴールに行われ、町内外から参加
した１１０名の参加者が、それぞれの脚力に合わせて、廣
瀬神社や久川城などを巡る「やまなみの道」に設定された
６キロ、４．５キロ、１．５キロの各コースで、自然に親し
みながら心地よい汗を流しました。
　ゴール後は、伊南婦人会が準備してくれた、南会津で採
れた野菜やきのこがたっぷり入ったトン汁を食べながら疲
れた体を休めました。

　１０月３０日、田島地域中町地内の国道１２１号と御蔵
入交流館を会場に、南会津町消防団による秋季検閲式が行
われました。
　消防団は、国道１２１号上で検閲官ほか来賓による閲団
を受けたあと、御蔵入交流館まで歩調のあった足並みで分
列行進を行いました。
　その後、御蔵入交流館で、通常点検、機械器具点検、小
隊訓練を行い、日頃の訓練の成果を見事に披露しました。
　秋季検閲式は、4地域持ち回りで行われ、来年は舘岩地
域で行われます。



平成 23年 12 月号　広報みなみあいづ

1011

広報みなみあいづ　平成 23年 12 月号

　

県
で
は
、
不
妊
治
療
を
行
う
夫
婦
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
不
妊
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
有
効
に
用
い

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
戸
籍
上
の
夫
婦
で
あ
っ
て
、
両
者
ま
た
は

　

片
方
が
福
島
県
内
（
郡
山
市
、
い
わ
き
市

　

を
除
く
）
に
住
所
を
有
す
る
方

②
夫
婦
合
算
の
年
間
所
得
が
７
３
０
万
円
未

　

満
の
方

③
福
島
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関
に
お
い
て

　

不
妊
治
療
を
受
け
た
方

■
対
象
と
な
る
治
療

　

保
険
診
療
の
適
用
と
な
ら
な
い
体
外
受
精
、

　

顕
微
授
精
に
限
り
ま
す
。

■
助
成
の
内
容

①
治
療
１
回
に
つ
き
15
万
円
を
限
度
に
、
初

　

年
度
は
年
3
回
ま
で
、
2
年
目
以
降
は
年

　

２
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

②
助
成
期
間
は
、
通
算
5
年
を
限
度
と
し
ま

　

す
（
隔
年
で
も
連
続
で
も
構
い
ま
せ
ん
。）。

③
助
成
回
数
は
、
通
算
10
回
を
限
度
と
し
ま

　

す
。

　

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
住
所
地

　

を
管
轄
す
る
保
健
福
祉
事
務
所
（
南
会
津

　

町
は
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
）
に
必
要

　

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
必
要
な
書
類
は
各
保
健
福
祉
事
務

　

所
と
指
定
医
療
機
関
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

医
療
薬
事
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
６

　

福
島
地
方
法
務
局
訟
務
部
門
お
よ
び
人
権

擁
護
課
は
、
平
成
24
年
１
月
16
日
（
月
）
か

ら
左
記
所
在
地
へ
移
転
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
島
地
方
法
務
局
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

■
所
在
地

　

福
島
市
本
内
字
南
長
割
１-

３　

福
島
地

　

方
法
務
局
分
室
内

訟
務
部
門

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
７
６　

人
権
擁
護
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　

福
島
地
方
法
法
務
局
総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
１
１
１

　

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済
し
き
れ
な

面
す
る
二
重
ロ
ー
ン
や
相
続
問
題
な
ど
の
法

的
な
問
題
の
解
決
に
役
立
つ
各
種
法
制
度
の

情
報
提
供
な
ど
を
行
う
た
め
、
被
災
さ
れ
た

方
々
に
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
電
話
相

談
窓
口
「
震
災 

法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

０
１
２
０-

０お

な

や

み

７
８
３
０レ

ス
キ
ュ
ー９
（
フ
リ
ー
ダ

　

イ
ヤ
ル
）

　

無
料

■
受
付
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
本
部
総
務
課

　

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
５
４
０ 

 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

12
月
21
日
（
水
）、
１
月
18
日
（
水
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
水
の
汚
れ
は
、
川
な

ど
を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
日
常
生
活

で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
や
工
夫
に
よ
り

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
で
は
、
生

活
排
水
対
策
に
係
る
継
続
的
な
普
及
啓
発
活

動
の
一
環
と
し
て
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
水
の

汚
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
料

で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
１
月
24
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
津
地
方
振
興
局
新
館
２
階
大
会
議
室

　
（
会
津
若
松
市
追
手
町
７-

５
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き

　

る
限
り
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

　

平
成
24
年
１
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
、
県

　

庁
水
・
大
気
環
境
課
ま
で
所
属
団
体
名
（
個

　

人
参
加
の
場
合
不
要
）、
出
席
者
名
、
連
絡

　

先
、
参
加
者
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

〒
９
６
０-

８
６
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

　

県
庁
水
・
大
気
環
境
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
５
８

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
９
２
７

　

satou_asaka_01@pref.fukushim
a.jp

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称 

法
テ
ラ

ス
）
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
が
直

　

本
庁
税
務
課
課
税
係　

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
１
０

　

舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　

伊
南
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
２

　

南
郷
総
合
支
所
町
民
課
住
民
税
務
係

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
４

　

県
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
を
対
象
と

し
た
個
人
事
業
税
の
今
年
度
課
税
分
に
つ
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
納
期
限
等
の

延
長
措
置
に
よ
り
、
納
税
通
知
書
の
発
付
を

延
期
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
課
税
の
時
期
が
次
の
と
お
り
確

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
南
会
津
地
方
振
興
局
県

税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
第
１
期
分

　

平
成
23
年
12
月
発
付
（
平
成
24
年
1
月
4

　

日
納
期
限
）

■
第
２
期
分

　

平
成
24
年
2
月
発
付
（
平
成
24
年
2
月
29

　

日
納
期
限
）

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局  

県
税
部  

納

　

税
課
税
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
９

℡

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特

別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の

　

地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

　

成
22
年
6
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る

　

ご
存
命
の
方

　
（
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年
6
月
16

　

日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相
続
人

　

は
請
求
で
き
ま
す
が
、
施
行
日
前
に
亡
く

　

な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と
な

　

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）

■
請
求
受
付
期
間

　

請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
24
年
3
月
31
日

　

で
す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お

　

急
ぎ
く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に
特
別
給

　

付
金
の
支
給
の
請
求
を
し
な
か
っ
た
場
合

　

に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
当
基
金

　

か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、　

　

至
急
、
当
基
金
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
既
に
特
別
給
付
金
を
支
給
さ
れ
た
方
は
、
再

　

度
の
請
求
は
出
来
ま
せ
ん
。

■
連
絡
・
問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金

　

事
業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当　

　

０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４
（
ナ
ビ
ダ

　

イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、
０
３
（
５
８

　

６
０
）
２
７
４
８
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

平
日
午
前
9
時
～
午
後
6
時

　
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
せ
ん
。）

 

給
与
の
支
払
い
を
さ
れ
て
い
る

　
　
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主
の
方
々
へ　

　

給
与
の
支
払
い
を
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

事
業
主
の
方
で
、
給
与
所
得
に
係
る
源
泉
徴

収
を
す
る
義
務
が
あ
る
法
人
ま
た
は
個
人
事

業
主
の
方
は
、
給
与
の
支
払
い
を
し
た
翌
年

の
1
月
末
日
ま
で
に
、
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
提
出
先

　

受
給
者
の
平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
居
住

　

す
る
市
区
町
村
長

■
提
出
す
る
も
の

　

①
総
括
表

　

②
給
与
支
払
報
告
書

■
提
出
期
限

　

平
成
24
年
1
月
31
日
（
火
）

　

課
税
事
務
の
円
滑
な
進
行
の
た
め
期
限
厳

　

守
の
う
え
、
な
る
べ
く
早
め
に
ご
提
出
く

　

だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

　

す
。

■
そ
の
他

　

給
与
支
払
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
税
務
署

　

か
ら
送
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ

　

い
。
給
与
支
払
報
告
書
が
届
い
て
い
な
い

　

事
業
主
の
方
は
、
本
庁
税
務
課
ま
た
は
最

　

寄
り
の
総
合
支
所
町
民
課
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
抱
え
て
い
る

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ
弁

護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
貸
金

業
を
営
む
、
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
さ
れ
て
い

る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口

座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口

　

福
島
市
松
木
町
13 -

２

　

福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

■
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

　

後
5
時
15
分
（
祝
祭
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４
（
多
重
債

　

務
相
談
窓
口
直
通
）

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
３
０
３
（
理
財
課
）

戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　

特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

『
震
災 

法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
』

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
の
お
知
ら
せ

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
の
定
期
課
税
の
お
知
ら
せ

生
活
排
水
対
策
指
導
員
等
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
　

の
開
催
に
つ
い
て

℡ ℡℡℡

℡

問問 問 問 問Ｆ

ア Ｆ

問℡

場申 日

対

℡

℡

℡

℡ ℡℡

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

特
定
不
妊
治
療
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

日申

対

料

問

場料℡ ℡ ℡

℡

問 問

申
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　平成２４年２月に、町内全ての事業所・企業を対象に
「経済センサス－活動調査」を実施します。
経済センサス－活動調査は、全産業分野の経済活動を
同一時点で網羅的に把握する我が国唯一の調査であり、
全国の全ての事業所・企業を対象に実施することから「経済の国勢調査」と言えるものです。

　この調査を実施することにより、我が国の全産業分野における事業所及び企業の経済活動
の実態が明らかになるとともに、調査結果から得られるさまざまな統計は、国や地方公共団
体の行政で広く利用されることはもとより、民間企業や研究機関などでも経営や研究などの
基礎データとして幅広い用途に利用されます。
　経済センサス－活動調査では、事業所や企業の経営組織、事業所の開設時期、従業者数、
事業所の主な事業の内容、売上及び費用の金額、事業別売上金額などを記入していただきます。

　調査票への記入については、１月下旬ごろから調査対象となる
事業所や企業に統計調査員がお伺いし調査票への記入依頼を行い
ます（一部、複数の事業所を有する企業や一定規模以上の製造業
の事業所については、国や県が調査票を直接、郵送により配付し、
郵送（紙・電子媒体）で回収する場合もあります。）。
　統計調査に従事する者が事業所等の事前確認で知り得た秘密を
他に漏らしたりすることは絶対にありません。（例えば徴税といった統計以外の目的に「事業
所等確認票」の記入内容を使用するなど）これらの行為は統計法という法律で固く禁じられ
ており、統計調査に従事する者が知り得た情報を他に漏らした場合の罰則（懲役又は罰金）
も定められています。
　平成24年経済センサス－活動調査の速報集計結果は、平成25年１月末に公表する予定で、
確報集計結果は、平成25年の夏ころから順次公表される予定となっています。

　調査の趣旨・必要性を御理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　■問い合わせ　本庁総合政策課広報情報係　 TEL 0241-62-6210

 トレーニング室利用のススメ 

 放射線量を測定したい方へ 

 ごはんで農家元気プロジェクト

 事業所・企業の皆さま

 冬期間の運動不足を解消しましょう！！  南会津町産ひとめぼれ キャラクター＆販売名称決定！
『奥会津雪の舞』

 放射線量測定器の貸し出しを実施しています  経済センサスが実施されます！！

　冬期間は、どうしても運動不足になりがちです。
　そこで、高齢者センターのトレーニング室を利用して運
動不足を解消し、健康増進と体力向上を目指しましょう！
　利用料は無料で、事前の申込みも必要ありません（団体
で利用する場合は事前申込みが必要です。）ので、どんど
ん利用し、健康づくりにお役立てください。

　■利用時間　午前９時～午後５時（年末年始を除く。）
　■トレーニング機器
　　　トレーニングマシーン・エアロバイクなど
　※団体でのご利用と時間外のご利用の場合は、事前にお申し
　　込みください。
　※安全性の面より、中学生以下の方だけでのご利用は、禁止
　　とします。

　■問い合わせ・申込先　　
　　　財団法人田島振興公社　 TEL 0241-62-2442

　町では、稲作農家の経営安定化および作付意欲の維持向上を
目的として、「ごはんで農家元気プロジェクト」を策定し、町
産ひとめぼれの消費や販路の拡大に向けて活動しています。

　本年１０月にプロジェクト事業の一環として、販売促進・啓
発グッズに使用するキャラクターデザインをで募集したとこ
ろ、県内外から８６点の応募があり、１１月９日の運営委員会
において選考した結果、埼玉県狭山市の池田克也さんが考案さ
れた『舞ちゃん』に決定しました。
　なお、販売名称も『奥会津雪の舞』に決定し、県内外にＰＲ
していきたいと考えています。

　■キャラクター　『舞ちゃん』

　■販売名称　　　『奥会津雪の舞』

　■取扱店　　南会津ふるさと物産館、道の駅たじま、売店やまなみ（ステーションプラザ１階）

　■問い合わせ　　本庁農林課農政係　 TEL 0241-62-6220

舞ちゃん

　町では、東日本大震災の原発事故による放
射能漏れの不安を解消することを目的として、
住宅周辺や地域の空間放射線量を測定できる
測定器の貸し出しを行っています。

■貸出場所
　本庁環境水道課および各総合支所振興課で
　貸し出しします（それぞれ３台を貸出用に
　配備しました。）。

■利用方法
　窓口の「貸出簿」に必要事項を記入してい
　ただければ、ご利用いただけます。
※台数に限りがあるため、貸出状況を問い合
　わせたり、予約されることをお勧めします。

■貸出期間等
○１回の貸出期間は半日単位とし、最長２日
　間まで（１泊２日以内）とします（土日、祝
　祭日等を含む場合は、この限りでありませ
　ん。）。
○貸出や返却および予約等は執務時間内に　
　限ります。

■問い合わせ
　本庁環境水道課　　　TEL 0241-62-6140
　舘岩総合支所振興課　TEL 0241-78-3335
　伊南総合支所振興課　TEL 0241-76-7717
　南郷総合支所振興課　TEL 0241-72-2114

経済センサス

－活動調査

キャラクター

環境放射線モニタ　Ｒａｄｉ
（ＰＡ－１０００）　㈱堀場製作所製

ご使用方法

ビニール袋などに入れたままご使用ください

①電源ボタンを押すと３５秒で数値が表示（測
　定が開始）されます。
②そのまま６０秒お待ちください（最初の６０
　秒はサンプリング時間です。）。
③６０秒経過後、約１０秒間隔で変化する数
　値の平均（３～５回）が放射線量です。
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　町では、町内に住む妊婦の方を対象に
「放射線積算線量計（ガンマ線を測定する
携帯型線量計）」を右記のとおり貸し出し
しています。希望者される方は、右記の
貸出場所に申請して受け取ってください。
（※申請の際は印鑑をお持ちください。）

12・１月の健診（検診）のご案内

12・１月の日曜当番医

１２月１８日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　　 ２５日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　１月　１日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　　 　８日 佐藤医院 (下郷町) TEL 0241-67-8688

　　　 １５日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

　　　 ２２日 芳賀医院 (下郷町) TEL 0241-67-2128

　　　 ２９日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１２月１５日 木 １ 歳 児 健 康 相 談 13：30～ 13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成22年10月～12月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１２月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保健センター

（御蔵入交流館内）

平 成 2 3 年 8 月 生 ま れ

　１月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 3 年 9 月 生 ま れ

　１月２５日 水 １歳6か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年6月～7月生まれ

　１月２６日 木
２歳児歯科健康診査
（田島地域のお子さん）

12：30 ～ 13：00
平成21年12月～

平成22年1月生まれ

※日程が変更になることがありますので、通知でご確認ください。

　肺炎球菌予防ワクチンで肺炎予防を！
～ ７０歳以上の方は無料でワクチン接種を受けられます～

　肺炎は、日本人の死因の第４位です。７５歳を超えると肺炎による死亡率が男女と
も急激に増加します。肺炎は、細菌やウイルスなどが原因で引き起こされますが、最
も多い原因が肺炎球菌によるものといわれています。肺炎球菌による肺炎を予防するに
は、予防接種が有効です。

　※肺炎球菌ワクチン接種は予防接種法に基づかない任意の予防接種です。医師の説
　　明を受け、十分に納得したうえで接種を受けてください。
　※再接種の場合は、医師によくご相談ください。
　・肺炎球菌ワクチンは、通常５年程度有効（免疫が持続する）と考えられています。
　・前回の接種から５年以上経過していれば、再接種も本助成事業の対象となります。

対象者：福島県内に住所を有する７０歳以上の方
　　　　（平成２４年３月３１日までに７０歳以上になる方）	
費　用：無料（全額助成）
期　間：平成２３年１１月２１日（月）～平成２４年３月３１日（土）
接種医療機関：南会津郡医師会、福島県医師会に加入している医療機関であれば、町内、
　　　　　　　		町外を問わず接種が受けられます（町内の医療機関は下記のとおりです。）。

※予診票は医療機関に備え付けられています。
※接種希望者は事前に予約するようにお願いいたします。

このコーナーでは、３歳６か月児健診で虫歯の
なかったお子さんを紹介します。
今月は 10 人のおともだちがむし歯ゼロでし
た！おめでとうございます。

みんなで目指そう、むし歯ゼロ！むし歯ゼロ

むし歯ゼロで元気な笑顔

平野　育
い さ

里ちゃん

（伊南）

湯田　祥
しょうご

后くん

（田島）

星　結
ゆ い と

翔くん

（舘岩）

橋本　念
ね ん じ

侍くん

（福島市）

宮崎　楓
かえで

くん

（福島市）

馬場　美
み そ ら

空ちゃん

（南郷）

山内　萌
も あ

愛ちゃん

（田島）

猪股　春
しゅんた

汰くん

（田島）

星野　快
か い と

斗くん

（田島）

平野　結
ゆ い な

菜ちゃん

（伊南）

子どもの急な発熱にどう対処したらい
いかわからないなど、夜間の子どもの
急病で困ったときは、

短縮ダイヤル ＃８０００

に電話してください。小児科医師や看
護師が相談に応じてくれます。
午後７時から翌朝８時まで年中無休で
対応してくれます。

短縮ダイヤル  ＃８０００

小児救急電話相談

県立南会津病院 0241-62-7111 高橋医院 0241-62-0040
長谷川医院 0241-62-0032 きむらクリニック 0241-62-5576
馬場医院 0241-62-0141 舘岩愛輝診療所 0241-78-8688
なかやクリニック 0241-73-2036 伊南小野木クリニック 0241-76-7780
あべクリニック 0241-62-8733 南会津地方地域医療センター 0241-63-1200

妊婦用「放射線積算線量計」の貸し出しについて

対象者：南会津町内にお住まいの妊婦の方

貸出料：無料

貸出期間：貸出日から出産後３か月以内

貸出場所・問い合わせ先：
　南会津町保健センターおよび各総合支所町民課
 （電話番号は下記にあります。）
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】

くだものぱっくん　　　　　　真木　文絵　作

王国のない王女のおはなし　

　　　　　　　　アーシュラ　ジョーンズ　文

おくちをあーん　　　　きむら　ゆういち　作

たたくとぽん　　　　　　　　寺村　輝夫　作

またおいで　　　　　　もりやま　みやこ　作

パパはバードマン

　　　　　　　デイヴィッド　アーモンド　作

ひめねずみとガラスのストーブ　

　　　　　　　　　　　　　　安房　直子　作

【一般図書】

日本中枢の崩壊　　　　　　　　古賀　茂明　著

さよなら、お母さん　　　　　信田　さよ子　著

日本の田舎は宝の山　　　　　曽根原　久司　著

ぐるぐる七福神　　　　　　　中島　たい子　著

あまからカルテット　　　　　　柚木　麻子　著

遺体　　　　　　　　　　　　　石井　光太　著

絵になる子育てなんかない　　　養老　孟司　著

２０１１年、特別な夏　　　　　栗山　英樹　著

銀婚式物語　　　　　　　　　　新井　素子　著

あつあつを召し上がれ　　　　　　小川　糸　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

  １月の休館日

  12 月の休館日
図書館イベント

年末年始の休館について

12,１月のイベント

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である町民

の皆さんから身近な問題やまちづくりに関する提言･意見などをお聞きし、地域の課題解決や町政に

反映させたいと考えています。

　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。

　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　１２月２６日（月）１０：００～１２：００　本庁

　１２月２６日（月）１４：００～１６：００　伊南総合支所

　　※来月は、舘岩総合支所、南郷総合支所で実施する予定です。

■問い合わせ・申込先（事前申し込みが必要です）

　午前実施分 ･･･ 本庁総合政策課広報情報係　　　TEL ０２４１ー６２ー６２１０

　午後実施分 ･･･ 伊南総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７６ー７７１５

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

《わくわくとしょかんワーク》

　１２月のイベントは『冬のおはなし会スペシャル』です。

　■日　時　　１２月１７日（土） 午前１１時～　

　■場　所　　御蔵入交流館多目的ホール

　■対　象　　幼児～小学校低学年

　　※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

図書館は、１２月２８日から来年１月４日まで休館となります。
それに伴い、１２月１４日から１２月２７日まで図書の貸出冊
数を従来の５冊から１０冊に倍増します（ＡＶ資料は従来どお
り２点までです。）。
年末年始、ゆっくりと読書にふけってみてはいかがですか？

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

　伊南地域で一昨年から２年間開催された「機
は た お

織
り後継者養成講座」の終了後に、「もっと機織り
を楽しみたい」「自分だけの麻反物を作りたい」と
いうメンバー１０人が集まって結成されました。
　現在の活動は、週２回ほど伊南会館で機を織る
準備作業の「縦糸仕立て」を行っています。今後
は「機織り伝承館」で織り機等の貴重な道具をお
借りして麻反物を織ることになります。
　目下の目標は自分の布を織ることですが、織っ
た布で裃や帯を作りたい、刺し子をしたい、藍染
めや草木染めをしてみたい等々会員の夢は無限
大です。十人十色、どんな作品が出来上がるのか、
今からとても楽しみです。来年の文化祭で作品の
展示ができればと思っています。
　年間を通じて活動をしていきたいと思ってお
りますので、興味のある方はぜひ「機織り伝承館」
を覗いてみませんか？織姫に会えますよ！

文化団体の紹介⑳

機織りの手ほどきを受けている１シーン

◆連絡先：羽染ゆかり（TEL 0241-76-2115）

※織姫会では、「機織り機」を譲っていただける
　方を探しています。地域の皆様方の土蔵に眠っ
　ている機織り機（高機）で譲っていただけるも
　のがありましたら、ぜひご連絡ください。

織 姫 会

ニューイヤーコンサート  ベヒシュタインを弾こう！ 2012 in 御蔵入交流館
　　　～ベヒシュタインを中心にピアノソロ・連弾・うた・アンサンブルのコンサート～

■日     時　１月７日（土）

　　　　　　　１３：００開演（１２：４５開場）　２部構成

■入 場 料　無料　 全席自由

■出 演　南会津町内の小・中学校、高校の児童・生徒

　　　　　　　 南会津町在住および南会津町出身の方々

■演 奏 曲 目　ドビュッシー、ショパンの曲から、かわいいワルツや

　　　　　　　 まるまるもりもりまで幅広く演奏します♪

■主 催　若き音楽家を育てる会

■後 援　町教育委員会、文化ホール運営委員会

■問い合わせ　若き音楽家を育てる会会長　阿部徳子　 ℡ ０２４１- ６２- １２４８

御蔵入交流館は、１２月２８日（水）から来年１月４日（水）まで閉館となります。

■ 日　時：平成 24 年 1 月 2 日（月）   正午～

■ 場　所：会津田島駅前広場       　　■ 主　催：亥子会

■ 参加料：無 料

■ 問合せ：亥子会会長 細井信浩 0241-62-0036 

正月恒例行事

亥子会からのお知らせ

平成24年厄払いみかんまき
亥子会主催の『平成２４年 厄払いみかんまき』を下記のとおり開催します。

みかんやお餅、お菓子などたくさん用意しておりますので、皆さん奮ってご参加ください。

皆さんの参加をお待ちしています。
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まちの文芸

　「どじょう拾いとコスモス畑」 
東京都足立区　　星　政志　

　今年９月に野田どじょう内閣が発足したのを機
に昭和３０年前後の冬にどじょうとりをしたのを
思い出した。
　当時は田島もかなりの降雪があり、収穫の終わっ
た田畑なども非常に美しい一面の銀世界であった。
１月から２月は特に寒く、満月の夜などは体の芯
まで冷えるようであった。こんな夜は日中に溶け
た雪の表面が氷状になり、翌日その上を人が普通
に歩くことができたので、どじょうとりをしたこ
とがある。
　田圃は耕地整理も進んでいなく、稲刈りが終わっ
た後でも膝上までもぬかる泥田（ヒドロ）があっ
た。また多くの農薬も使用されていなかったよう
で、中でも湧き水のある場所は雪もなくどじょう
等がよく集まっていた。この湧き水の場所の泥と
水を良く掻き混ぜ、それを大きなひしゃくですく
い雪の上に撒くと泥水は雪の中に吸い込まれ、ど
じょうやフナなどが雪の上に取り残される。これ
を拾い上げるという非常に簡単にあまり泥まみれ
にもならず効率的にとることができた。
　今、田圃も整理されヒドロもどじょう等の棲む
環境も消滅した風景を見ると、地球温暖化の影響
か雪も少なくなったが、昔の雪の田園風景も懐か

　

11
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Ｊ
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り
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に
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催
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収
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潟
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11
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日
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第
５
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よ
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、
９
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催
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収
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の
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に
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た
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同
実
行
委
員
の
大
塚
修
一
委

員
長
、
湯
田
和
廣
実
行
委
員
、

野
澤
幸
弘
実
行
委
員
が
町
長
室

しい思い出である。
　町には、だいくら、たかつえ、高畑、南郷とスキー
場が４か所あるが、オフシーズンはどのように利
用されているのか、つまびらかではないが、スキー
場ごと一面に例えばコスモス、ひまわり、なたね
（菜の花）、レンゲソウ等花の観賞を目的とした花
畑として埋め尽くしたらどうだろう。種蒔きの時
期は人手も必要だが、それ以外は自然にまかせる。
コスモスであれば花が満開となる秋の時期にス
キー場を会場にして、コスモスを愛で、のどごし
が良く味が良いと評判の新そば祭り、太鼓の胴作
りで歴史のある祇園太鼓・久川城太鼓などを鑑賞、
そして農業収穫祭等の一大イベントとして開催す
るのはどうだろう。それが自然に欠ける都会の
人々を呼び込むきっかけ
となり、ふるさと南会津
会会員や故郷を離れて久
しい人達が家族や友人等
と一緒にスキー場近辺の
ホテルや民宿を利用して
南会津を訪ねる契機とな
れば良いと思う。春の夜
の夢とお笑いください。 星　政志さん（田島上町出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

ご
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あ
り
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見
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が
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し
た
。

を
訪
れ
、「
子

ど
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に
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て
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だ
さ
い
」

と
大
宅
町
長

に
寄
付
金
を

手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

１１月３０日現在、町民の皆さまより、
１５２件、１０，６７０，３３０円の義
援金が寄せられました。

　 田島地域  81 件　6,275,360 円
　 舘岩地域  35 件　2,007,722 円
　 伊南地域  22 件　　766,319 円 
　 南郷地域  14 件　1,620,929 円 

この義援金は日本赤十字社を通し、被
災された方々に迅速かつ公平に配分さ
れます。
ご協力ありがとうございました。

（町では、引き続き義援金を受け付けて
  います。）

東日本大震災義援金

町民の皆さんから寄せられた善意
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和風ポトフ

【材　料】４人分
かぼちゃ １２０ｇ、ブロッコリー １２０ｇ、
キャベツ １２０ｇ、しめじ ８０ｇ、ベー
コン ２枚、にんにくみじん １かけ、サラ
ダ油 大さじ１、だし汁６００㏄、 酒 ９０
㏄、塩 小さじ１、薄口しょう油 小さじ２、
万能ねぎみじん 少々

《コンセプト》
南会津町の農林産物を使った地産地消の
和風ポトフ（朝食欠食予防対策の栄養バ
ランスのとれたポトフ）

作成メンバー

ヴィラ猪苗代総料理長山際博美氏、南会津町
食生活改善推進員、町保健師、町保健指導員
(栄養士)

【作り方】
①  かぼちゃは食べやすく切り、ブロッコリーは
　  小房に分けてサッと茹でます。

②  キャベツは色紙切りにし、しめじは石づきを
　  除いて細かくほぐしておきます。

③  鍋にサラダ油を入れてにんにくを炒め、ベー
　  コン・キャベツを加えて油が回ったら、しめ
　  じ・かぼちゃ・だし汁・酒を加えて煮ます。

④  しょう油・塩を加えて味を調えたら、ブロッ
　  コリーを入れます。

⑤  器に盛り付け、万能ねぎのみじん切りを添え
　  ます。

第32 回ＦＣＴ児童画展　福島県知事賞作品

　福島中央テレビ主催、福島民友新聞社
共催の「第３２回ＦＣＴ児童画展」で、田
島保育園子育て支援センターの服部夏

な

花
な

ちゃん（３歳）が最高賞の福島県知事賞
を受賞されました。
　今年は２４９団体から１万３６７点の
応募がありました。
　また、服部さん以外にも田島保育園（放
課後児童クラブ含む。）から７名の児童
が特別賞を受賞しました。
　福島県知事賞に選ばれた服部さんの作
品を紹介します。

「ななちゃん可愛いでしょう」

田島保育園子育て支援センター

服部　夏花ちゃん


